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研究成果の概要（和文）：

本研究はソーシャルネットワークサービス(SNS)やWikiに代表されるソーシャ
ルコンテンツから有用な情報を抽出する技術の開発を目的としている．wiki型コ
ンテンツは多人数が１つの記事を更新することにより，バージョンが蓄積される
が，その派生過程を正確に求める手法を開発した．またSNSにおいて利用者が行
うプライバシー設定の傾向を分析し，適切な設定を推薦する手法を開発した．さ
らにコンテンツのアクセス制御について効率的な手法の開発を行った．

研究成果の概要（英文）：
The aim of this project is to develop technologies for extracting useful information

from social contents. Wiki-style contents are edited by many contributors. We
developed an algorithm to accurately reconstruct derivation of contents from edit
histories. We also analyzed tendencies of users’ privacy settings, and utilized these
findings in recommending appropriate settings to users. We further developed efficient
access control methods for contents.
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１．研究開始当初の背景

近年急増している，個人同士のインタラク

ションを伴い成長してゆくソーシャルコン

テンツに着目し，その発展過程を分析するこ

とにより個人間の関わりにより生じる情報

を集約し有効活用すること，およびプライバ
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シーを考慮した安全なソーシャルコンテン

ツ利用技術を本研究の主題とする．ソーシャ

ルコンテンツはブログやソーシャルネット

ワークサービス(SNS)，wiki に代表される共

同編集型コンテンツなどがあり，いずれも大

量の情報蓄積がなされ，重要な情報基盤とな

りつつある．本研究では特に SNS と共同編

集型コンテンツの二形態に着目する．SNS は

利用者が指定した Friend リンクを元に，新

たな知人・友人の発見を助けるものであるが，

一般利用者の他にも社内や業種，医療など目

的に特化した SNS が数多く設置されつつあ

る．一方，共同編集型コンテンツは多人数が

１つの記事を更新し，最新のバージョンが保

たれるとともに，過去のバージョンがすべて

保存され，利用者が互いに差分を確認したり，

更新を取り消して過去のバージョンに戻す

操作が可能になっている．大規模な共同編集

型コンテンツの例としてオンライン百科事

典の Wikipedia があり，他にも多様なコンテ

ンツが構築され，数千を超えるバージョンを

有しているコンテンツも多い．本研究では，

ソーシャルコンテンツの利活用に関するテ

ーマについて研究を行う．

２．研究の目的

(1)共同編集型ソーシャルコンテンツの履

歴分析

ソーシャルメディアはブログやソーシャル

ネットワークサービス(SNS)，wikiに代表され

る共同編集型コンテンツなどがあり，いずれ

も大量の情報が蓄積され，重要な情報基盤と

なりつつある．本研究はソーシャルコン

テンツから有用な情報を引き出すた

めの一連の技術の開発を目的とする．

共同編集型コンテンツは多人数が１

つの記事を更新することによりバー

ジョンが蓄積される．共同編集型ソー

シャルコンテンツの履歴分析として，

共同編集により生じる利用者間のイ

ンタラクションを分析し，類型化を行

う手法を開発する．

また記事の正確性および信頼性を編

集履歴から定量的に評価する手法の

開発を行う．さらに共同編集型コンテ

ンツの分析を効率的に行うためのア

ルゴリズムの開発を行う．

(2) 情報共有のためのソーシャルグラフの

リスク分析

SNSでは，利用者のプロファイルとして自

己紹介や関心事を保持する属性リストが登

録されている．SNSのプライバシー保護機

能として，これらの属性や写真等の個人デ

ータを一般に公開したり，あるいは１つま

たは２つ以内のFriendリンクでつながれた

利用者にのみ公開するという機能がある．

またさらにきめ細かい開示設定を行うため

に，Friendをいくつかのグループに分け，

グループ単位で開示設定が可能なSNSもあ

る．さらに管理者を置いたコミュニティを

設置して，コミュニティにのみ開示可能と

いう設定も可能である．プライバシー機能

への要求からこのようにSNSの情報開示設

定は高機能化が進んでいるが，一方で煩雑

化しているともいえ，プライバシー設定に

注意を払わないFriendから漏洩する恐れが

ある．本テーマでは，まず利用者のプライ

バシー設定傾向を分析し，そのデータを基

に，適切なプライバシー設定を支援する手

法を開発する．

(3) ソーシャルコンテンツ利用の

ための技術開発

さらにソーシャルコンテンツを安

全に利用するためのセキュリティ技



術として，ソーシャルグラフの匿名化

，ソーシャルグラフにおける情報共有

モデル，共同編集型コンテンツにおけ

る効率的なアクセス制御の各手法の

開発を行う．

３．研究の方法

(1)共同編集型ソーシャルコンテンツの履

歴分析

テキストベースのソーシャルコンテンツ

に対する insertやdelete, appendなどの編

集操作により，新しいバージョンが生成さ

れる．Wikipedia に代表される wiki 型共同

編集コンテンツでは，ある利用者の書き込

みを他の利用者が書き換えることが行われ

るため，個々の更新において利用者間のイ

ンタラクションが発生する．他者による記

述の修正，補足，追加，置き換えといった

基本操作を識別することにより，コンテン

ツの成長の過程を特徴づけることができる．

しかしこれらの基本操作は明示的に利用者

が与えることはなく，投稿されたバージョ

ンと前後のバージョンの差分を取る必要が

ある．ふたつのバージョンの差分を取って

も，人間にとって意味のある差分が求めら

れるとは限らず，また２つのバージョンの

差分を取る操作をバージョン集合にすると，

時間がかかりすぎる短所がある．利用者の

共同編集作業の過程を明らかにできるよう

な，バージョンの派生過程を識別可能であ

り，かつ大規模なバージョン集合にも対応

できる効率的な処理方法を開発する．

さらに Twitter を対象として，短時間で

高頻度に行われる書き込みを対象として，

書き込みの盛り上がりを特徴づける分析手

法の開発を行う．

４．研究成果
（１）Twitter の時系列分析

Twitter に代表される実時間ソーシャルメ

ディアでは，出来事の時間経過を通じて多数

の利用者が体験や雰囲気を共有できる特性

がある．まずサッカーのワールドカップで記

録された Twitter の書き込みを分析し，試合の

盛り上がりやゴールなどの特徴的イベント

に伴って現れる書き込みから容易に判別で

きる特徴を求め，これから利用者全体の盛り

上がりをチームの支持率として数値化し，実

時間で提示する方法について開発し，試合の

状況によく一致して支持率が変化する結果

が得られた．

（２）Wikipedia の編集プロセス

Wikipedia に代表される共同編集型コンテ

ンツについて，複数の筆者が１つの記事を作

成する過程において，筆者間の協調行動が記

事の品質に与える影響について分析を行っ

た．Wikipedia の記事の編集履歴を分析するこ

とにより，筆者が意見の対立するグループに

分割されているかや，編集が友好的に行われ

ているかを定量化する．そして，優秀として

推薦されている記事群とそうでない記事群

それぞれとの相関を学習することにより，与

えられた記事の編集履歴からその記事の品

質を推定する方法を開発した．従来の編集回

数等による品質の指標に加え，参加している

編集者間の関係をネットワーク構造として

モデル化し，対立的な編集行動を行っている

割合を示す restoreratio という指標を求め

た．この新たな指標と既存の指標を組み合わ

せ，記事の品質を評価することができる．実

験結果により従来の手法よりも精度の良い

評価結果が得られた．

（３）Wikipedia の編集履歴の再構築

Wikipedia の編集履歴は，バージョンの投



稿者と日付，注釈等の基本情報のみからな

り，編集者は差分を繰り返し求めて依存関

係を把握する必要があった．バージョンが

直前のものから作成されたのか，あるいは

手戻りや統合が起きたのかといった依存関

係・意味的関係を表すバージョングラフの

再構成が必要であるが，(a)従来の文書の差

分アルゴリズムは２つの文書間であるため

バージョングラフの再構成には計算コスト

がかかりすぎること，(b)単に編集距離が最

短のものを親バージョンとしても正しい結

果が得られず，また人間にとって理解の難

しい不自然な差分を生成するという問題点

がある．これまで編集履歴の可視化や，編

集過程での協調行動の分析，編集回数等を

用いた記事の品質評価などの研究があるが，

いずれも正確なバージョングラフに基づい

ていない．

本研究では，Wikipedia に蓄積されている記

事の過去のバージョンから，バージョン間の

派生関係を有向グラフとして復元する問題

について，n-gram の頻度分布を比較するとい

う効率的な手法を開発した．さらに，常に連

続紙て出現する n-gram どうしをひとつにま

とめる操作により，さらに精度を改善できる

ことを示している．

（４）構造化文書のアクセス制御

SNS ではコンテンツの配信に構造化文書が

用いられることが多いが，ユーザのプライシ

ー設定に応じた細粒度のアクセス制御が行

われる必要がある．クラウドコンピューティ

ングでは，アクセス制御ルールの適用は複数

のサーバにまたがって行われる必要がある．

代表的な構造化文書である XML文書に対する

アクセス制御ルールの適用を効率化するた

めに，XML 文書を格納する関係データベース

において，アクセス制御ルールの評価結果を

キャッシュする方式を提案した．本方式では

XML 文書が一部更新されても，更新されてい

ない部分の評価結果は再利用できるという

効率化を行った．

（５）ロールベースアクセス制御

SNS では，プライバシー設定に基づく細粒

度のアクセス制御が必要であり，アクセス制

御の定義には利用者をロールとして抽象化

するロールベースアクセス制御が必要であ

る．企業内の大規模分散環境において，ロー

ルアクセス制御ポリシーを効率的に実現す

るには，大域的なポリシーを分散したノード

において実装する必要がある．異なる要求事

項を持つ分散ノードそれぞれに適したロー

ルアクセス制御ルールをモデル駆動で設計

する手法を開発した．

（６） SNS におけるプライバシー設定支援

ソーシャルネットワークサービス(SNS)

は交流を活発にするソーシャルメディアと

して急速に普及しているが，情報が拡散す

ることにより思わぬ範囲までプライバシー

情報が広まってしまう恐れがある．ほとん

どの SNS は誰がオンラインコンテンツに

アクセスできるかのプライバシー設定を提

供しているが，機能は単純化されているか

複雑すぎるかに分かれがちである．申請者

らはこれまでに SNS ユーザが自分に適し

た設定を行うための，プライバシー設定支

援システムを開発している(SocInfo2011)．

Facebook の実ユーザ 66,000 人のプライバ

シー設定のうちどの属性を一般に公開して

いるかの情報と，実験に参加したユーザが

提供した設定をもとに，プライバシースコ

アと呼ばれる，設定が開放的かどうかの指

標を求める．これに加え，属性間の開示の

共起確率による推薦や，スコアの分布の可



視化などを行っている．さらに大規模実ユ

ーザの分析では，性別や英語など言語間で

公開傾向に大きな差が見られないことや，

友人数と相関を持つ属性と持たない属性に

分けられること，ユーザの公開度と活動度

(どれくらい活発に投稿等を行っているか

を数値化したもの)からユーザをいくつか

の類型に分類できることなど，興味深い傾

向が観察された．

これらの成果に加え，属性間の開示の共起

確率による推薦や，スコアの分布の可視化な

ど，有用な情報を提示することにより，ユー

ザのプライバシー設定を支援する手法を開

発した．
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